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平成１７年５月１２日 

日清製粉グループ 連結決算 

 ［平成１７年３月期連結決算］  

＝経常利益は２年連続で過去最高を更新、当期純利益も過去最高を達成。＝ 

株式会社日清製粉グループ本社（社長 長谷川 浩嗣）の平成１７年３月期連結決算は、

コエンザイムＱ10の国内出荷が好調であった健康食品事業、受注が高水準で推移したエンジ

ニアリング事業が大きく業績を向上させたのに加え、主力の製粉事業、加工食品事業を始め

とする各事業においても、販促活動や新チャネル開拓を積極的に進めて出荷伸長を図るとと

もに、引き続きコスト削減を実現し、４ヵ年のコストダウンプログラムを達成いたしました。 

その結果、売上高は一昨年１０月に配合飼料事業を持分法適用会社に移行させた影響によ

り、４，１６２億２２百万円（前期比４．１％減）と減収となりましたが、経常利益は配合

飼料事業や事業税の会計処理の変更による影響等を吸収し２５１億２０百万円（前期比９．

７％増）と２年連続で過去最高を更新し、当期純利益も１３５億９７百万円（前期比１７．

５％増）と過去最高となりました。これによりまして、平成１７年３月期を最終年度としま

す第一次中期経営計画につきましては、その収益目標を大きく上回る業績を達成いたしまし

た。 

 

［積極的な利益還元］ 

＝３円増配。３年連続の増配と株式の分割を実施＝ 

上記業績を踏まえ、株主の皆様への一層の利益還元として、期末配当を１株当たり３円増

配し、８．５円とする３期連続の増配案を定時株主総会に付議し、年間配当を１４円とさせ

ていただくとともに、平成１７年１１月１８日付をもって普通株式１株を１．１株に分割さ

せていただきます。 

当社は今後も成長機会に対する戦略的な投資への重点配分を行い、将来の企業価値を高め

ていくと同時に、株主の皆様への利益還元も機動的に行ってまいります。 

なお、株式の流動性向上、個人投資家層の拡大を図るため、１単元の株式数を平成１７年

１０月３日付をもって１，０００株から５００株に引き下げることも合わせて決定しており

ます。 

 

［平成１８年３月期通期連結業績予想］ 

＝売上高過去最高、経常利益３年連続過去最高を更新の見込み。＝ 

平成１８年３月期においては、引き続き主要製品の拡販と市場ニーズに合致した次世代

型新製品の開発・投入に一層注力するとともに、各バリューチェーンにおいて新たな視点

で仕組みを見直して生産性や効率の向上を図り、企業価値の極大化を目指していきます。 

連結業績予想におきまして、売上高は４，３５０億円（前期比４．５％増）と過去最高を

更新する見込みです。収益面では、経常利益は２５５億円（前期比１．５％増）と３年連続

で過去最高を更新する見込みです。なお、当期純利益は前期にＩＴ投資減税を計上した影響

により、１３３億円（前期比２．２％減）と減益となる見込みです。 

 

   以 上 


